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ガラスカレット工場から排出されるガラス含有汚泥の減量・処理技術 

ガラスビンのリサイクル工場で発生する汚泥は､現状では費用をかけて主に埋立てによる廃棄が行

われています。廃棄費用と埋立てによる環境負荷の低減に向けて汚泥減量技術を開発しました｡ 

本技術の内容・特徴 

 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

従来廃棄していたカレット汚泥からガラス

資源を回収し、新たにリサイクルが可能 

微生物を利用することで低エネルギーでの

処理が可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

➌ 

ガラスカレット製造への実用化し、廃棄汚

泥の減量と廃棄コストの削減 

ガラスリサイクル分野への普及 

セルロース系廃棄物処理への応用 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 カレット汚泥処理に関する技術相談 
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カレット製造工場 
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洗浄 

回収ガラス 
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＆湿式分級 

資源化 

ガラス製品へリサイクル 

従来は廃棄 
本研究が提案するフロー 

●本研究の特徴● 汚泥に含まれるガラス粒を湿式分級によって回収、資源化できることを見いだしまし
た。ガラスを取り出すことで、汚泥を減量化できました。さらに、セルロースを分解できる微生物を汚泥
中から発見しました。この微生物を汚泥に添加することで汚泥の繊維質がほぐれ、湿式分級の精度が向上
し、回収できるガラスの品質を向上させることができました。 

●背景● ガラスを砕いて粒状に加工したものを「カレット」と呼びます。カレットをガラス原料に混ぜ
ることでリサイクルが行われています。カレット製造工場から発生する汚泥は、ビンのラベル紙(セル  
ロース)と粉砕時にでるガラス粒で構成された、特殊な汚泥です。 
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